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で相撲の「力士」を、 「ツォル や「マグタール」は讃える歌、つまり「讃歌」を意味する。その力士 出身地 これまでの戦歴、その優れた体 や能力などを讃える韻文形式 作品で、現在でも ナーダムと呼ばれる祭典の相撲大会などで朗詠されている。

































を指名して対 する。モンゴル相撲の全国大会で 五回戦というのは、これに勝利すると、これまで称号のなかった力士には称号が与えられ、すで 称号のある力士には新たな称号が け加えられる重要な取組な である。年老 た力士 ナサンが











































やかで誠実な人柄 飾り気のない質素な生活などによって特徴づけられていると言えよう。ま モンゴル相撲の儀礼、伝統、しきたりなどの肯定的な側面が鮮明に描かれていて、モンゴルの人びとにとっ 力士 は、たぐい稀な 体力と能 を持つ心優しき人びとであることがわかる 逆に言えば、肉体的には強くても、優れた資質と規律を持たない力士 先輩力士を敬わない傲慢な力士は、否定的な人間像として描かれて る。　
今回このような題目で寄稿したのは、現在センセーショナル
に報じられている「日馬富士暴行事件」をめぐって、日本の大相撲のモンゴル人横綱の「品格」問題が声高に論じられていることに触発されたためである。与えられたテーマ 少し異なるテーマとなってしまったが、お許し願いたい。
